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アーカイブ室の歴史

極地研究所創設当時に設置された資料系非生物系資料部門から枝分かれし、
その後観測協力室や広報室など各部署で保管していた資料を取りまとめ保管活用する部署が必要という
議論が行われた

2010年4月、立川移転に伴いアーカイブ室が設置される

1980年頃 資料室
犬ぞり・写真パネル・衣類など



沿革：

1960年5月、日本学術会議は「資料の整理・保管・研究に関する恒久的
機関」について政府に勧告。

1961年5月、日本学術会議は極地研究所（仮称）の設置について政府に
勧告。

1973年9月、国立大学共同利用機関として国立極地研究所を創設、研究
系4部門と資料系2部門（生物系資料部門及び非生物系資料部門）が
設置される。

2006年10月、極域科学資源センターが設置され、生物系資料部門が改
組。一方、非生物系資料部門の一般資料は研究所設立以来、約30年
間資料が管理されてきたが、資料の管理業務は事業部、広報室に移管。

2012年4月、アーカイブ委員会において、移転時の収集資料、板橋時代
に管理されていた一般資料をアーカイブ室が一括管理することを決め
る。

資料系非生物系資料部門の設置
（第一次南極地域観測隊：1956（昭和31年））



2000年以前
広報関連の業務は管理部庶務課におかれ
ていた。庶務係が研究所要覧、職員録、
極地研ニュースの編集、発行を担う（出
版物の発行の遅れが目立つなど、見直し
が検討）。

2001年5月:
広報委員会の役割、課題、方向性につい
て検討。作業は教官が主体的に行い、各
研究グループで広報担当を決め、実質的
な情報収集、広報活動を行なう。

12月:広報委員会の組織、規則の改正を行
い、第１回広報委員会開催、広報活動全
般の見直しを開始。

2002年4月広報室設置（初代室長神田啓
史）

広報室の設置



2008年10月16日、共同利用機関アーカイブズグループの国立極地研究所訪問、
研究会。出席者：木村一枝、木村克美、関本美知子、高岩義信、難波忠清、野
口邦男、松岡啓介、（極地研）神田啓史、広報室係長、図書係長。大いに啓発
を受ける。
2008年11月、研究所の立川移転に際し、価値ある史料や物品の散逸を防ぐため、
所長室会議のワーキンググループとして、「移転に伴う文書、物品のアーカイ
ブス取り扱いの検討グループ」（座長：神田啓史教授）を設置。
2008年12月、検討グループ会議開催。管理部長、事業部長、同課長、データセ
ンター長（山内）、北極観測センター長（神田座長）、情報図書係長が参加
所長の弁明。その後の評価に基づき、位置づけを検討し、２年後に、所長裁

定の所内措置として設置。室長は、副所長が兼務、実務を担当する職員を配置
し、史料の編纂のため、アーカイブ室（仮称）を確保する方針。
2010年4月、アーカイブ室（初代室長山内恭）を設置

アーカイブ室の設置



板橋→立川移転前に制作された映像
学術情報アーカイブズ 国立極地研究所 板橋時代の記録



施設
アーカイブ室（39
㎡）
アーカイブ作業庫
（50㎡）
アーカイブ資料庫
（137㎡）

2023年現在、研究所教員は2系
（大多数が兼務）

先端研究推進系：研究グループ
共同研究推進系：センター・室



極地研の歴史資料

文書・写真の他、科博時代の看板や板橋キャンパスのマンホール、
定礎の石（南極の石で作られている）といった当時をしのばせる資
料も残っている

国立科学博物館から
極地研へ



第1次隊から現在越冬中の64次隊に至るまでの各種資料を所蔵
日本南極地域観測隊（JARE)の歴史資料



第1次南極観測（1956）以降の映像資料

公式映画の原フィルム、貸出用コピーを
はじめ、編集前の映像など522本を
国立映画アーカイブに寄贈した（2020
年）

その後も整理により238本のフィルムを発
見・寄贈があり、現在デジタル化を進め
るとともに国立映画アーカイブへの寄贈
準備を進めている。

移転後は空調のある資料庫に保管していた
が、酢酸臭によりエアコンが壊れたことを
機会に、保存方法を見直した。

ケースに入れたままでは劣化が進んでいく
が、保存状況を良くするために現状の設備
ではこれ以上出来ることがなく、専門の機
関に任せた方が良いという案が出た。

専用の棚に立てていたが、
フィルム下部に重量がかか
り良くないとのこと

フィルム棚に入らない
大型の物など何十年も開けていないフィルム缶



ホームページでの管理・保管史資料の公開（紹介）



所蔵資料：写真・映像・文書記録・機材
など・看板など・北極関連・その他



映像をクリックすると



動画再生も





南極観測黎明期に携わった方々からの資料の提供



史資料の利用について



一般（マスメディア等を含む）利用を促進した活動：写真記録の公開



極地研デジタルアーカイブ
2019年８月に公開

旧・画像データベースを基に所内で開発

2023年8月現在、19,000件を超える画像が登録されて
いる。

主に写真のスライドやネガはアーカイブ室が所蔵し（45次隊
前後まで）デジタルカメラのデータは広報室へ提出され、そ
れぞれが整理・公開している

（現状はフィルム時代の写真が主、今後、デジタル写真を取
り込んで拡充する）



波及効果例

第1次南極観測隊が出発する直前、あ
る人から託された一匹の三毛猫。

雄の三毛猫は珍しく縁起がいいとされ、
航海の安全を願って宗谷に乗せられ
ました。

そして観測隊の一員となった三毛猫は、
永田武隊長の名前をもらい「たけし」と
名付けられました。



日本でただ一匹、
南極で越冬した猫

「たけし」
と

アーカイブ室

第1次越冬
村越望隊員撮影
8mm映像
（1957年）

2015年寄贈

「南極観測60周年」記念イベントや
南極・北極科学館で紹介ポスターを掲示
アーカイブ室Webサイト公開にあわせ、
たけしの特集ページを掲載

↓
雑誌「猫びより」掲載を皮切りに、
NHK「もふもふモフモフ」など
ペット・動物番組でも紹介される

↓
「猫の日」には、SNSで話題になるなど
すっかり有名な猫になった



2023年8月、極地研50周年に合わせ
フェリシモ×極地研
たけしグッズが発売される

メンズサイズもあります

キーホルダーや、
写真立てにもなる
クリップ
ミニバッグなど
いつでもたけしと一緒に 会場内に展示しています

たけしと
お揃いの

ベストです！



最近の話題
白瀬南極探検隊が
持ち帰ったペンギン剥製の寄贈

南極・北極科学館で展示中

低温室から4次隊当時の携帯食料が
発見される
外国からサンプルとして送られた
もののようである

60年の時を経て、お味は…！？



極地の研究試料のアーカイブ（管理保管と利用）

極域科学資源センターが極地から採集し
た隕石・岩石・生物試料を保管管理、
研究や展示などへの活用を行っている。

中でも「KANDA HERBARIUM（仮
称）」は、コケ植物を中心に約4万点の
標本を収蔵、データベース化までされ
た整理・活用ができる貴重な極地研究
資産、と言えるのだが、人員と予算措
置がない現状のまま、残念なことに休
眠状態。

午後の見学ツアーで神田が解説・紹介予定
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